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序　　文

本書は、鹿児島県出水市教育委員会が出水酒造株式会社出水工場建設に伴い、

平成 24 年度に発掘調査を実施した川除遺跡及び下郡山遺跡の発掘調査報告書

です。

確認発掘調査は、出水市教育委員会が調査主体となって実施しましたが緊急

発掘調査及び報告書作成は、事業主である出水酒造株式会社から委託を受けた

大福コンサルタント株式会社が、出水市教育委員会の指導・監督、総括のもと

に企画・担当して行いました。

川除遺跡では、縄文時代の生活の跡や、遺跡の周辺にある中世山城跡や古代

官衙に関連すると思われる土師器や須恵器などが出土しています。

下郡山遺跡は、古墳時代の地下式板石積石室で著名な溝下古墳群に隣接して

います。発掘調査では古墳時代の住居跡が検出され、溝下古墳群との関係性を

思わせるような成果を得ることができました。

これらの成果は、地域の歴史を知る上で、貴重な資料になるものと考えられ

ます。

この報告書が文化財の保護並びに学術研究、郷土史研究のために広く活用さ

れることを願っております。

　最後になりましたが、本調査に際して多大な御理解と御協力をいただきまし

た地元住民の方々をはじめ、本報告書を作成するにあたって、御指導をいただ

きました諸先生ならびに関係各位に厚くお礼を申し上げます。

平成 25 年 3 月
出水市教育委員会

教育長　溝　口　省　三



例　言

１　本報告書は、出水酒造株式会社出水工場建設に伴う川除遺跡・下郡山遺跡埋蔵文化財発掘調査報　　

　　告書である。

２　発掘調査及び報告書作成は出水酒造株式会社の委託のもと出水市教育委員会が指導・監督、大福　　

　　コンサルタント株式会社が実施した。

３　発掘調査における実測作業は重留康宏・小鹿伸輔（大福コンサルタント株式会社）、遺物実測は重　

　　留・小泉信吾（大福コンサルタント株式会社）が行った。

４　発掘調査・報告書掲載遺物写真撮影は重留が行った。

 

５　整理作業は大福コンサルタント株式会社整理作業事務所において行い、洗浄・注記・接合・トレー　

　　スは整理作業員の協力を得た。

６　土層断面及び土器の色調については『新版標準土色帖』に拠った。

７　本文執筆は岩﨑新輔（出水市教育委員会）、重留・小泉、編集は重留が行った。

８　本報告書のレベルはすべて海抜高である。

９　本書に記載した遺物番号は通し番号とし、本文・挿図・写真図版に記した番号と一致する。

10　発掘調査で得た全ての成果については、出水市教育委員会で保管し活用する。



凡    例

１　遺構の略号は以下の通りとする

　　礫集積　ＳＩ　　竪穴状遺構　ＳＨ

２　挿図の縮尺は以下のとおりである

　　遺構　礫集積　  30 分の１　   竪穴状遺構　60 分の１　

　　遺物　縄文土器　３分の２

　　　　　土師器　　４分の１

　　　　　剥片石器　３分の２　   礫石器　３分の１

３　石器計測表および観察表の計測値は、下記の計測方法に拠る

a= 長
b=幅
c=厚

a

bc

ハケ タタキ ミガキ

指オサエナデ ヘラナデ

４　土器実測における調整は、以下の通りである
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第１章　調査の経過

第１節　調査に至るまでの経緯

-1-

　平成 23 年 4 月に出水酒造株式会社（以下出水酒造）は、出水市役所において、焼酎工場を建設す

ることの説明会を行った。

　出水酒造は事業計画実施に先立ち、工場建設地内に埋蔵文化財の有無について、出水市教育委員会

に照会した。

　当該地は、周知の遺跡「川除遺跡」と「下郡山遺跡」が所在することが確認されたため、出水市教

育委員会は平成 24 年 2 月 6 日から同年 3 月 7 日にかけて確認調査を実施した。

　調査の結果、事業区内の川除遺跡 2,300㎡、下郡山遺跡 2,000㎡の範囲に遺跡が残存していること

が確認された。

　これを受けて、出水市教育委員会は遺跡の取扱いについて、平成 24 年 4 月 11 日に県教育庁文化財

課と出水酒造の三者で協議を行った。

　出水酒造の工場建設意向も踏まえて、発掘調査は出水市教育委員会の指導、監督の下、出水酒造

の委託事業として、大福コンサルタント株式会社（以下、大福コンサルタント）が発掘調査を行うこ

ととなった。

　これにより、出水酒造、出水市教育委員会、大福コンサルタントの三者は「出水酒造株式会社出水

工場建設に伴う川除遺跡・下郡山遺跡埋蔵文化財緊急発掘調査に係る協定書」を同年 5 月 18 日に締

結し、同年 7 月 2 日から 9 月 28 日まで発掘調査を実施した。

第２節　確認調査（平成 23 年度）

１．調査の組織

　　　事業主体　　出水酒造株式会社　　　　　　　   代表取締役　  東       孝昭

調査主体　    出水市教育委員会

調査責任者　　　　 〃　　　　　　　　　　 　教 育 長      溝口   省三

調査企画者       　　 〃 　　　 　　          　　　教 育 部 長    植村　猛

〃　　　　　　 〃　　　生涯学習課　　　 課　　　  長　 園畠   正治

〃　　　　 　   〃         　　〃            　　  文 化 係 長    吉永　惠子

事務・調査担当　　〃 　　　　 〃　　　　　　主　　　  査    岩﨑　新輔

　　　　　　　　　　〃　　　　  〃　　　　　　主　　　  査     橋元   邦和

川除遺跡・下郡山遺跡の確認調査は平成２４年２月６日から同年３月７日にかけて実施された。

工場敷地内の中でも建造物建設予定地内を中心に約１０ｍ間隔で２ｍ×４ｍのトレンチを設定し、

101、102、201 ～ 213 トレンチは機械掘削で、その他のトレンチの掘下げは人力で行っている。

　川除遺跡側に設定したトレンチからは包含層中から縄文時代早期の押型文土器や土師器、陶磁器類、

石器が出土した。これらの遺物は、平板測量もしくはトレンチ毎に一括して取上げている。遺物の出

土に合わせて礫の集積も検出された。

２．調査の概要



第１図　川除遺跡・下郡山遺跡確認調査トレンチ配置図
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  事業主体　   出 水 酒 造 株 式 会 社 　 　    　 　 代 表 取 締 役 　 　 東     孝 昭 　

　　調査主体　    出水市教育委員会

調査責任者　　　　　〃　　　　　　  　　　   教 育 長           溝口　省三

調査企画者        　      〃                                  　教 育 部 長         植村　猛

〃　　　　　　   〃　　　生涯学習課　　  課　　　  長         園畠   正治

〃　　　　 　　  〃                 〃           　   主幹兼文化係長   内之浦　昭

事務・調査担当　　   〃 　　　　  〃　　          主　　　  査　     岩﨑　新輔

　　　　　　　　　   〃　　　　   〃　　　　   主             査　     橋元　邦和

　　　　調査実施者　　大福コンサルタント株式会社

　　　　調査責任者　　　　　　　〃　　　　　　　　 代表取締役　        福田　光一

　　　　照　　査　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　　      別府   次郎

　　　　調査担当　　　　　　　　〃　　　                   主任技術者　        重留   康宏　

第３節　本調査及び報告書作成（平成 24 年度）

１．調査の組織

10 Ｔ

11 Ｔ

　下郡山遺跡に設定したトレンチに関しても古墳時代の土師器に代表される遺物が出土するとともに、

竪穴住居跡のコーナー部と推測される箇所が検出された。

溝下古墳群の対面側については 20 ｍ×２ｍの L 字形 101 トレンチと 20 ｍ×２ｍの 102 トレンチ

を設定し遺構の検出に努めたが、攪乱著しく良好な成果は得られなかった。

以上の結果を踏まえ、遺物・遺構が確認されなかった地点と、耕作で著しく攪乱され土層堆積状態

が不良な地点を除いた第１図着色部を川除遺跡と下郡山遺跡の調査範囲とした。

　なお、確認調査時出土の遺物については、本調査時出土遺物と合わせて報告する。



３．日誌抄
７月２日    （月）～４日（水）除草作業、安全対策（侵入者防止措置）

７月５日    （木）川除遺跡表土除去作業開始

７月７日    （土）仮設物設置

７月 11 日（水）発掘作業員による作業開始、仮設水道工事終了

７月 13 日（金）調査区南側遺構検出

７月 17 日（火）調査区北西部・南部・北部にサブトレンチ設定。同掘下げ

７月 18 日（水）調査区北部より礫群多数検出。グリッド設置

７月 19 日（木）調査区北部包含層掘削。古墳時代～中世の遺物が混在して出土

７月 20 日（金）天候不順で作業と待機を繰り返す中、遺構検出作業

７月 21 日（土）～ 22 日（日）除草作業。発掘体験準備

７月 23 日（月）調査区北部包含層掘削

７月 24 日（火）発掘体験実施。児童 22 名が参加

７月 25 日（水）調査区北部包含層掘削。この時点で礫集積 12 基検出

７月 26 日（木）～ 27 日（金）調査区北部・東部包含層掘削

７月 28 日（土）～ 29 日（日）川除遺跡礫集積実測

７月 30 日（月）～ 31 日（火）川除遺跡、調査区東側遺構検出。礫集積等の検出なし

８月１日（水）台風接近のため耐風養生

８月２日（木）～８月９日（木）調査区中央部包含層掘削、礫集積実測

８月３日（金）    下郡山遺跡立木伐採

８月６日（月）    下郡山遺跡調査範囲縄張り
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　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　 調査員　        井之上　宏　

　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　〃　　         小泉　信吾

　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　〃　　         小鹿　伸輔

　　　　事務担当　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　         川野　千尋

　　　　               　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２．調査の概要

　本調査は平成 24 年７月２日（月）から同年９月 28 日（金）の日程で実施した。川除遺跡の調査に

おいては縄文時代早期～中世の遺物が同一層内から混在して出土する様相の中、礫集積が検出された。

　近接する下郡山遺跡においては縄文時代早期から中世にかけての遺物が出土するとともに、竪穴状

遺構が検出された。

　現地における整理作業は平成 24 年９月 10 日（月）から平成 25 年３月 29 日（金）までの日程で

実施した。この期間は出土遺物の洗浄・注記作業を実施している。現地における整理作業は、工場建

設予定地内で実施していたことから、継続作業は工場建設工事のため困難となり代替地にて整理作業

を実施することとなった。工事施工者の大林組株式会社九州支店の協力により、工事事務所敷地内に

整理作業事務所を設置することが可能となった。平成 24 年 11 月 28 日（水）から 30 日（金）にか

けて整理作業事務所の設置を行い、同年１２月３日（月）から 28 日（金）で洗浄・注記作業を終了し、

翌平成 25 年１月７日（月）から同年３月 29 日（金）にかけて接合、復元、実測、拓本、トレース、

遺物写真撮影、本文作成、編集、収蔵整理を実施した。



８月８日（水）　 下郡山遺跡において表土除去作業開始

　　　　　　　   川除遺跡、中央部包含層掘削　　　　　　

８月９日（木）　 下郡山遺跡、遺構検出

８月 10 日（金）下郡山遺跡、遺構検出。竪穴状遺構２基検出

８月 13 日（月）～ 15 日（水）廃土処理。礫集積実測

８月 16 日（木）川除遺跡、礫集積精査

８月 17 日（金）川除遺跡調査区東側遺構検出

８月 18 日（土）～ 19 日（日）川除遺跡礫集積実測

８月 20 日（月）下郡山遺跡、遺構検出。竪穴状遺構２基検出

８月 21 日（火）川除遺跡遺構写真撮影

　　　　　　　　下郡山遺跡、遺構検出。調査区西部にて遺構の検出なし。　

８月 22 日（水）下郡山遺跡、遺構検出。縄文時代包含層掘削

８月 24 日（金）下郡山遺跡、遺構検出。竪穴状遺構４基検出

８月 27 日（月）台風接近のため耐風養生

８月 28 日（火）台風の影響により作業員は休業。遺跡見学会準備開始

８月 29 日（水）下郡山遺跡、竪穴状遺構調査開始

９月１日（土）除草作業

９月３日（月）～７日（金）下郡山遺跡、竪穴状遺構調査

９月８日（土）～９日（日）礫集積実測。遺跡見学会資料作成

９月 10 日（月）～ 11 日（火）川除遺跡、旧石器時代包含層確認のため地山まで掘下げ

　　　　　　　　　　　　　　 下郡山遺跡、竪穴状遺構調査。同実測

                                                   下郡山遺跡縄文時代包含層調査

　　　　　　　　　　　　　　 整理作業（土器洗浄）開始

９月 12 日（水）～ 13 日（木）下郡山遺跡竪穴状遺構調査。同実測。遺跡見学会準備

９月 14 日（金）川除遺跡　旧石器時代包含層確認のため地山まで掘下げ

　　　　　　　　下郡山遺跡縄文時代包含層調査

９月 15 日（土）遺跡見学会。見学者 152 名

９月 18 日（火）台風の影響で調査区に滞水のため作業員は休業。滞水を除去し、竪穴状遺構の

                           実測作業を行う

９月 19 日（水）下郡山遺跡、竪穴状遺構調査

９月 20 日（木）川除遺跡、旧石器時代包含層確認のため地山まで掘下げ

　　　　　　　　下郡山遺跡、竪穴状遺構調査

　　　　　　　　下郡山遺跡縄文時代包含層調査　

９月 21 日（金）出水市議会議員視察。出水市教育委員会が対応

９月 22 日（土）～ 23 日（日）下郡山遺跡４号竪穴状遺構調査

９月 24 日（月）下郡山遺跡１号・５号・８号竪穴状遺構調査終了

９月 25 日（火）下郡山遺跡２号・３号竪穴状遺構終了

９月 26 日（水）下郡山遺跡６号・７号竪穴状遺構調査終了

９月 27 日（木）４号竪穴状遺構調査終了。下郡山遺跡検出の竪穴状遺構調査終了

９月 28 日（金）発掘調査終了。３者にて発掘調査終了を現地確認
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第２章　遺跡の位置と歴史的環境

第１節　地理的環境

　川除遺跡・下郡山遺跡は鹿児島県出水市文化町に位置する。

　遺跡の所在する出水市は鹿児島県北西部に位置し、北側を熊本県水俣市と接する県境の市である。

市域南部には紫尾山地が広がる。この紫尾山地と出水平野との境の断層崖下には、シラス台地と高位

段丘がある。これに続く、大野原町、野田町、高尾野町の一帯は、洪積台地の扇状地が広大に広がり、

この扇状地を囲むように河岸段丘と沖積地が発達する。川除遺跡・下郡山遺跡はこれら沖積扇状地の

扇端部に位置する。遺跡の一部は耕作や工事に起因し削平されているが、本来的には斜面が米ノ津川

に向かって続いていたと思われる。

下郡山遺跡

川除遺跡

第２節　歴史的環境

　出水における遺跡は、主に扇状地や扇端部の河岸段丘や山麓縁辺等に多く存在する。

　縄文時代の遺跡には牟田尻遺跡（早・前・後期）やカラン遺跡、荘貝塚（前期）、柿内遺跡（中期）、

江内貝塚等がある。特に出水貝塚は有名で、大正９年京都大学によって調査され、さらに戦後の調査

で貝塚下から縄文早期の押型文土器が出土しており、また貝塚貝層中・上部では縄文中後期の土器も

出土している。さらに埋葬人骨も計７体確認されている。縄文晩期の遺跡では沖田岩戸遺跡、中里遺

跡が存在している。弥生時代の遺跡は堂前遺跡や下高尾野遺跡が存在し、弥生時代の中期の覆石墓か

ら後期の葺石土坑墓と変化する過程も遺跡を通してうかがえる。さらに古墳時代の地下式石積石室へ

と移行する変遷を知ることができる。

　古墳時代では短甲を出土した溝下古墳があり、また出水平野とは別に、八代海と東シナ海をつなぐ

黒ノ瀬戸海峡によって隔たれた長島には５～７世紀にかけて高塚古墳が出現している。文献資料で出

水の地名があらわれるのは続日本紀宝亀九年 11 月（778 年）の条に遣唐船が出水海岸に漂着した記

第２図　川除遺跡・下郡山遺跡の位置　
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第３節　基本層序

　川除遺跡・下郡山遺跡の基本層序は次のとおりである。表土は耕作土であり、現況では畑作が行わ

れていた。層厚は 0.2 ～１ｍであり、川除遺跡南部は耕作の影響により包含層が消失していた。１層

は遺物包含層である。暗褐色（10YR3/3）砂質土で縄文時代早期～中世の遺物が混在して出土する様

相を呈し、明確な文化層を確認することはできなかった。２層は暗褐色（10YR3/3）段丘礫層である。

特に川除遺跡側においては起伏が顕著に確認できた。この段丘礫層中からは、遺物を確認することが

できなかった。

載がある。その後は和名類聚抄に「伊豆美」とあり、建久図田帳に「和泉郡」として登場する。また

延喜式巻十神祇十に「出水郡一座…」の記載がある。「出水」の地名が「和泉」に変化するのは明確で

はないが、天承二年（1132 年）「平安遣文」第五 2227「僧経覚解」に「偏和泉郷所役也…」とあり、

和泉荘の成立をさかのぼる可能性を示唆している。おそらく平安時代には山門院として院が成立し和

泉郡から独立して荘園化したと考えられる。そして、島津荘の成立と共に吸収されその後は守護被官

本田氏一族の所領に組み込まれている。和泉荘の領有については伴系和泉氏は島津氏と反目し、南北

朝の争いを契機に、島津氏と戦い正平九年（1354 年）を境にその勢力は島津に移った。そして島津

用久が薩州家を興し 1425 年から約 130 年間出水を領有することになる。またその過程の中で島津忠

久が元暦二年（1185 年）に島津荘下司職に補佐され、忠久は木牟礼城に守護被官本田貞親を入部さ

せた。木牟礼城は五代貞久まで薩摩守護所としてその勢力の拠点となった。

　そしてこのころから荘園制は崩壊していき、郷村制の村落へと移行していった。その後薩州島津家

は豊臣秀吉の九州出兵の後文禄二年（1593 年）に改易され一時秀吉の直轄領となる。しかし慶長三

年（1598 年）に「泗川の戦い」で戦勝し再度島津氏に返還された。この時期の遺跡は主に中世城郭

があげられ、出水市内でも多くの城郭が存在している。

１

２

１層　暗褐色（10YR3/3）砂質土。縄文時代早期～中世の包含層。砂礫が混じる

表土 表土　耕作土

２層　暗褐色（10YR3/3）起伏がある段丘礫層。

第３図　基本層序模式図
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第４図　川除遺跡・下郡山遺跡と周辺の遺跡
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表１　川除遺跡・下郡山遺跡と周辺遺跡一覧表

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※番号は第４図の番号と一致する

番号 遺跡名 時代 番号 遺跡名 時代
1 川除遺跡 古墳時代～古代 39 宮ノ脇遺跡 弥生時代
2 下郡山遺跡 縄文時代、古代 40 児玉迫遺跡 近世
3 溝下古墳群 古代 41 北論山遺跡 縄文時代、古代
4 谷城跡 中世 42 会所遺跡 古代、近世
5 拝松遺跡 古代 43 牛ヶ迫東平遺跡 中世
6 庵木園遺跡 縄文時代、古墳時代 44 松尾城跡 中世
7 堤原遺跡 中世 45 諏訪後遺跡 縄文時代、古代
8 堀込遺跡 縄文時代、古代 46 朝隈城跡 中世
9 抉六遺跡 縄文時代、近世 47 安原鐙遺跡 縄文時代、弥生時代、古墳時代
10 北吉子遺跡 縄文時代、古代 48 安原城跡 中世
11 上松遺跡 縄文時代 49 美原上ノ原遺跡 縄文時代
12 下春川遺跡 古墳時代 50 平松遺跡 縄文時代、古墳時代、平安時代
13 御堂遺跡 古墳時代～中世 51 山ノ段遺跡 縄文時代、近世
14 穴水遺跡 縄文時代 52 山ノ田B遺跡 旧石器時代、縄文時代、近世
15 西宮ノ脇遺跡 古墳時代 53 山ノ田A遺跡 縄文時代
16 六反ヶ丸遺跡 古墳時代 54 狩集遺跡 縄文時代
17 野中田遺跡 古代 55 加紫久利山遺跡 縄文時代、近世
18 正八幡遺跡 縄文時代～古代 56 野畑B遺跡 縄文時代、中世、近世
19 山下遺跡 古代～中世 57 野畑C遺跡 縄文時代、中世、近世
20 再願遺跡 古代 58 坪ノ前遺跡 古墳時代
21 慶頭原遺跡 古代 59 野間原遺跡 縄文時代、近世
22 新村A遺跡 古代 60 永坂遺跡 縄文時代
23 尾崎B遺跡 縄文時代（後期・晩期）、古代、中世、近世 61 孫山遺跡 縄文時代
24 新村B遺跡 古代 62 野間の関跡 中世（安土桃山）～近世
25 尾崎A遺跡 縄文時代（後期・晩期）、古代、中世、近世 63 坪ノ後遺跡 縄文時代
26 尾崎城跡 中世 64 永坂下元段遺跡 縄文時代、近世
27 表郷東遺跡 中世 65 野間遺跡 縄文時代
28 八幡遺跡 古代、中世 66 外間遺跡 縄文時代、古代
29 西茶園堀遺跡 古代 67 供養元遺跡 縄文時代
30 高見下遺跡 縄文時代 68 長松寺遺跡 縄文時代
31 一町樋遺跡 古墳時代 69 東福ノ江遺跡 縄文時代
32 天神原遺跡 古墳時代 70 西福ノ江遺跡 縄文時代
33 成願寺遺跡 弥生時代～古墳時代、安土桃山 71 新蔵遺跡 縄文時代
34 田中遺跡 弥生時代 72 下大野原下遺跡 近世
35 内城跡 中世 73 金松遺跡 古墳時代
36 成願寺跡 安土桃山～江戸 74 中尾遺跡 古墳時代～中世
37 専修寺跡 室町時代～明治３年 75 野添遺跡 縄文時代～古代
38 沖田岩戸遺跡 縄文時代（晩期）、古代 76 前原遺跡 弥生時代～古代
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　川除遺跡からは縄文時代早期から中世にかけての遺物・遺構が出土している。これらの遺物は同一

層位において混在して出土していたのが実情であり、整理作業における分析においても明確な文化層

を確認することは叶わなかった。

　縄文時代早期・後期から晩期にかけての遺物は確認されるがごく少数に限られる。石器は石鏃の他、

剥片・２次調整剥片が多いことから一時的なキャンプサイトとしての利用、そして、そこでの石器製

作が考えられる。後述する下郡山遺跡で主体的に出土する古墳時代の生活痕跡は遺構が確認されなかっ

たから不明瞭といわざるを得ない。

　古代から中世にかけての皿や陶磁器類が出土しているが、これらは下郡山遺跡においてはあまり見

られないものである。これらは近隣の中世山城もしくは郡衙との関連が想起されよう。

　遺構としては SI1、SI4 ～ SI6、SI8 ～ SI11、SI13 ～ SI17 の合計 13 基の礫集積が検出された。検

出箇所としては、調査区中央部北側に限定されている。これは調査区南側・東側が耕作の影響を受け、

包含層が礫層まで消失していることから、本来的には調査区全体に遺構が分布していた可能性がある。

　礫集積は全体的に小ぶりなものとやや散漫な状態ながら一定の面積に広がるものがある。構成礫は

拳大の亜円礫が多数を占め、数ｃｍの小礫も混じる。通常想起される縄文時代早期の集石遺構の構成

礫に対し、赤色化がなされず破砕礫も少ない。また炭化物や明確な掘込みを有するものが少ないなど

相違点が多い。これらの礫集積を検出した層位の下層からは段丘礫が確認されていることから、遺構

検出面において礫集積と段丘礫層上面が混在していたと考えられ、このことが、前述した従来の集石

平成 24 年７月２日より調査に着手した。調査区内は雑草が繁殖していたため、まず除草作業から

着手し、その後、重機による表土（耕作土）、攪乱部分の除去を行い、確認調査で遺物・遺構を検出し

た層位まで掘下げた。川除遺跡中央部には樹根列が北・西に存在したが、重機で抜根することは、そ

の下位に遺構が存在した場合破壊に繋がる為、当初は残すこととし、調査の状況に応じてチェーンソー

や鋸で抜根することとした。

　この樹根列に囲まれたエリアは包含層が良好に残存していたが、その他の箇所については耕作に起

因する攪乱が著しく確認された。攪乱土を除去すると礫層が露出したため、調査は必然的に樹根列に

囲まれたエリアに集中することとなった。

第３章　川除遺跡

第 2 節　調査の概要

第 1 節　調査の方法

-11-

　重機による掘削の後、人力で遺構検出・包含層掘削を行うとともに、１０ｍグリッドを設定した。

　遺物は縄文土器や陶磁器などが同一層位内で混在して出土する様相を呈し、時代区分毎の文化層は

確認できなかった。これら遺物はトータルステーションを用いての単点測量もしくはグリッド単位で

取上げた。遺物とともに当初の想定数を超える礫集石が検出された。調査時点においても縄文時代早

期の集石遺構との相違点が確認されたが、後の資料検討のためにも実測することにした。樹根列に囲

まれたエリア以外の箇所に関しても、遺構検出作業を丹念に実施したが、遺構は確認されなかった。

礫集積調査後、その下位の埋蔵文化財残存状況を調査するため、１０ｍグリッド内を互い違いに礫

層まで人力で掘下げた。結果として遺物・遺構は確認されず、川除遺跡の調査を９月 28 日に終了した。



第３節　縄文時代の調査

１．遺構

　礫集積（第 5 ～ 8 図）

　前項で記述した通り、川除遺跡においては礫集積を検出している。しかしながら、縄文時代早期に

おいて検出される集石遺構とは性格を異にするものである。また、縄文時代の遺物と、その他の時代

の遺物が混在して出土する様相を呈しているため、縄文時代の遺構に該当しない可能性もあるが、本

項において報告したい。

　川除遺跡の礫集積には①構成礫が密集しているもの (SI1、SI5、SI10、SI14)、②構成礫がある程度

のまとまりを持って散漫に分布するもの（SI4、SI6、SI9、SI11、SI13）、③構成礫がある程度のまと

まりをもって広範囲に分布する（SI8、SI15、SI16、SI17）という３パターンに分けることが可能である。

いずれのパターンも明確な掘込みは無く焼土も確認できなかった。構成礫中に砂、小礫（小石）が含

まれるのはパターン③であり、礫集積の範囲が小さくなるほど構成礫に含まれる小礫の比率が激減す

る。

パターン①や②に該当する礫集積は、検出された礫以外に構成礫は無かった。

　パターン③に該当する SI8 は 3.5 ｍ× 2.0 ｍの歪な長方形の中にやや散漫な状態で礫が密集する。

形態的な特徴や、付近から陶磁器片が出土したこともあり積石墓の可能性も考慮して調査を行った。

構成礫からは石塔の残骸や、その他祭祀に関連する遺物の出土は無いことから、積石墓の可能性は限

りなく低いものと考えられる。

　また、パターン③の礫検出状況は、礫集積を検出する前に礫が広がる状況に酷似していたため、実

測作業の後、礫を除去して下位を確認したが、砂混じりの礫が検出されるパターンもあり、半裁した

結果からも段丘礫の可能性が高いものであった。

-12-

遺構の知見の差異を生じさせているものと考えられる。いずれにせよ、縄文時代早期以降においても

段丘礫層上位の黒色土が発達せず、段丘礫を使用して礫集積を構築もしくは避けるように土地利用を

していたと考えられる。これら礫集積の個別諸元については後述する。

　礫集積の検出と合わせ、遺構検出を行ったがその他の遺構は検出されなかった。
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第６図　川除遺跡礫集積（１）
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第７図　川除遺跡礫集積（２）
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第８図　川除遺跡礫集積（３）
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第９図　縄文土器実測図
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２．遺物

（１）土器（第 9 図）

　１は大きく外反する口縁部を持ち、表面に撚糸文を施している。裏面はナデ調整を施した後に、口

縁部のみ原体条痕を意識したと考えられる線刻が施されている。また口唇部に刻目文が施される。２

～４は押型文土器である。２は外面に縦方向の楕円押型文を施す。内面調整は観察できない。３は外
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第 10 図　石器実測図（１）

17

1514

16

1312

23

222120

1918

24
25

面に不定方向の山形押型文を施している。５～ 11 は黒色磨研土器である。このうち 5 ～８、11 が口

縁部、９～ 10 が胴部である。口縁部は、頸部から大きく外反し「く」の字状を成す。内外面ともに

ミガキにより丁寧に器面調整が施される。口縁部には沈線文を施さないもの（５）、１本の沈線文を施

すもの（６）、２本の沈線文を施すもの（７）、口唇部にヒレ状の突起がつくもの（11）がある。胴部

は９にみられるように、張出部において、くの字状に緩やかに屈曲し、沈線文を施す。

（２）石器（第 10・11 図）
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第 11 図　石器実測図（２）
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　多数の黒曜石製剥片・砕片が出土したが、石鏃に代表される製品類の出土は、今回掲載した遺物に

とどまる。小型の石器は全て黒曜石製である。

　12 ～ 14 は石鏃である。３点とも異なる形態を成している。15 ～ 18 は小型のスクレイパーである。

　19 ～ 20 は２次調整剥片の内、一方の側辺のみに調整を施したものである。形態から石錐的な使用

法が成されたと推測される。

　21 ～ 23 は２次調整剥片である。不定形剥片を使用し、23 は自然面が残る。このような２次調整

剥片は多数出土している。

　24 ～ 26 は使用痕剥片である。剥片の側辺を刃として用いたもので、使用痕が観察できる。

　27 は局部磨製石斧である。砂岩の母岩から獲得した扁平な剥片を素材とし、側辺部に形態を整える

ために調整を施す。その後、刃部を研磨している。

　28 は磨製石斧転用叩石である。磨製石斧の刃部が欠損し、再加工を行わず叩石として使用したと考
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第４節　弥生時代以降の調査
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　川除遺跡からは少数ながら弥生時代の遺物が出土している。また古墳時代の土師器も出土したが、

ほとんどが小片であることから、今回、図示するに至らなかった。他に古代 ~ 中世にかけての遺物も

出土している。いずれも小片～砕片であり図示には至らなかったが、その出土量は下郡山遺跡よりも

多いことを記載しておく。

　前述したように遺物の出土は確認されたものの、遺構は確認されなかった。第 12 図 34 の周辺に土

坑墓が存在する可能性のもと遺構検出を実施したが、遺構は検出されなかった。掘立柱建物跡に由来

する柱穴も検出されていない。

出土遺物（第 12・13 図）

　34 は長頸壷の胴部である。そろばん玉の形状を成し、外面はミガキにより丁寧に器面調整が施され

る。内面はハケによる調整が施されている。

　35 ～ 36 は高坏の坏部である。36 は口径 24.6cm と大きく外反する口縁部で坏部中央に稜があり、

そこから、ふくらんだ鉢状を呈し脚部に至るものと推測される。37 ～ 39 は高坏の脚部である。37

は脚裾部の四方に焼成前の穿孔がある。

　40 ～ 43 は土師皿である。底部は糸切の跡が残る。44 は坏である。

　45 ～ 48 は青磁碗である。45 は南宋１３世紀頃の所産と推定される。46 ～ 48 は 45 と比べ、釉が

青みを帯びているなどの違いがみられるため、国産品の可能性が高い。

　49 ～ 51 は管状土錘である。52 は土製の円盤である。器面調整は土師器と同一であり、破損した

土師器片を加工して作成されたものと考えられる。

 　53 は滑石製の石鍋片である。

えられる。

　29 ～ 30 は叩石である。砂岩製で拳大より小振りなものを選択し使用している。

　31 ～ 32 は磨石である。扁平な円礫を使用し木の実等を加工したものと考えられる。使用痕は観察

されるが、加工痕は観察できなかったため、自然石をそのまま使用したものと推測される。

　33 は石錘である。扁平な輝石安山岩を素材とし、長軸部両端を表裏面から打欠き形成されている。

紐をかけた痕跡は明確に観察できなかった。
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第 12 図　弥生時代～中世遺物実測図
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第 13 図　中世の遺物実測図
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表２　川除遺跡土器観察表
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口径 底径 器高 外面 内面 外面 内面

1 深鉢 口縁～胴部 1層 － － － 撚糸文、口唇部に刻目 ナデ、口縁部に条痕文 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色
径0.5ミリ前後の白色粒、
角閃石

2 深鉢 胴部 1層 － － － 楕円押型文 欠損 褐色 褐色 径３～４ミリの砂粒、長石

4 深鉢 胴部 1層 － － － 山形押型文 ナデ 褐色 褐色 径３～４ミリの砂粒、長石

5 深鉢 口縁部 表土 － － － ミガキ ミガキ 褐色 褐色
径0.2ミリの白色粒、金色
粒

6 深鉢 口縁部 5トレンチ1層 － － － ミガキ ミガキ 黒褐色 黒褐色 径0.5ミリ前後の白色粒、
角閃石

7 深鉢 口縁部 表土 － － － ミガキ ミガキ 褐色 褐色
径0.2ミリの白色粒、金色
粒

8 深鉢 口縁部 1層 － － － ミガキ→沈線文 ミガキ 黒褐色 黒褐色 径0.5～2ミリの白色粒

9 深鉢 胴部 1層 － － － ミガキ→沈線文 ミガキ 黒褐色 黒褐色 径0.5～2ミリの白色粒

10 深鉢 胴部 1層 － － － ミガキ→沈線文 ミガキ 黒褐色 黒褐色 径0.5～2ミリの白色粒

11 深鉢 口縁部 5トレンチ1層 － － － ミガキ ミガキ 黒褐色 褐色 径0.5ミリの砂粒

34 長頸壷 胴部～底部 1層 － － －
縦方向ミガキ→胴部張出
部は横方向ミガキ

底部中心部に径７ミリ程度の穴があり，その
穴を中心に放射状にハケ、胴部は横方向のナ
デ

灰黄褐色 橙色 径0.5ミリ前後の白色粒、
角閃石

35 高坏 坏部 1層一括 （15.1） － － ナデ ハケ 赤彩 赤彩
径0.5～３ミリ前後の赤色
粒

36 高坏 坏部 包含層 一括 （24.6） － － ミガキ ミガキ 明赤褐色 明赤褐色 径1ミリ程度の砂粒

37 高坏 脚部 表土 － （11.8） － ナデ、焼成前穿孔あり ナデ にぶい橙色 にぶい橙色 径0.5～3ミリの白色粒

38 高坏 脚部 1層 － 13.1 － ハケ 底部周辺は横方向ナデ， にぶい黄橙色 にぶい黄橙色
径0.5～3ミリの白色粒、赤
色粒

39 高坏 脚部 表土 － （10.0） － ナデ ナデ にぶい黄褐色 にぶい黄褐色
径0.5～３ミリ前後の白色
粒

40 皿 口縁～底部 13トレンチ 1層 （10.6） （4.4） － 回転ナデ 回転ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 径0.5～1ミリの赤色粒

41 皿 口縁～底部 13トレンチ 1層 （8.8） （3.3） － 回転ナデ 回転ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 径0.5～1ミリの赤色粒

42 皿 口縁～底部 1層 （9.3） （3.1） － 回転ナデ 回転ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 径0.5～1ミリの赤色粒

43 皿 口縁～胴部 1層 （8.8） （3.4） － 回転ナデ 回転ナデ にぶい黄橙色 明黄褐色
径0.5ミリ前後の赤色粒、
角閃石

44 坏 口縁～底部 1層 （13.6） （4.4） － 回転ナデ 回転ナデ 褐灰色 にぶい黄橙色 径0.5～2ミリの白色粒

45 埦 口縁～胴部 1層 （14.2） － － 連弁 － 緑灰色 緑灰色 径0.1～2ミリの砂粒

46 椀 口縁部 １層一括 （15.7） － － 連弁 暗灰緑色 暗灰緑色 径0.1～2ミリの砂粒

47 椀 口縁部 １層一括 （15.1） － － 連弁 暗灰緑色 暗灰緑色 径0.1～2ミリの砂粒

48 椀 口縁部 １層一括 （15.4） － － 連弁 暗灰緑色 暗灰緑色 径0.1～2ミリの砂粒

49 土錘 1層 － － － ナデ － にぶい黄褐色 にぶい黄褐色 径0.1～2ミリの砂粒

50 土錘 1層 － － － ナデ － にぶい黄褐色 にぶい黄褐色 径0.1～2ミリの砂粒

51 土錘 1層 － － － ナデ － にぶい黄褐色 にぶい黄褐色 径0.1～2ミリの砂粒

52 円形土製品 包含層 － － － ハケ目痕 指圧痕，ナデ にぶい黄褐色 にぶい黄褐色 径0.5ミリ前後の白色粒
長径1.9，短径1.8，厚さ
0.7

9

12

13

挿図番号
色調

胎土 備考遺物番号 種別 部位 出土地他
法量（ｃｍ） 調整
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表３　川除遺跡石器・石製品観察表

長(cm) 幅(cm) 厚(cm) 重量（ｇ）

12 石鏃 1層 黒曜石 2.4 1.5 0.4 2.3
13 石鏃 1層 黒曜石 2.1 1.4 0.4 1.4
14 石鏃 1層 黒曜石 1.6 1.2 0.3 1.3
15 スクレイパー 一括 黒曜石 2.1 1.7 0.7 1.6
16 スクレイパー 1層 黒曜石 1.6 1.3 0.6 1.3
17 スクレイパー 一括 黒曜石 1.1 1.1 0.4 1.1
18 2次調整剥片 一括 黒曜石 1.6 1.6 0.5 1.4
19 2次調整剥片 1層 黒曜石 2.6 1.8 0.7 1.5
20 2次調整剥片 1層 黒曜石 2.6 2.4 0.7 1.4
21 2次調整剥片 1層 黒曜石 2.6 2.8 0.9 2.2
22 2次調整剥片 1層 黒曜石 2.8 2.7 1.9 2.5
23 2次調整剥片 一括 黒曜石 2.6 1.5 0.9 2.1
24 使用痕剥片 一括 黒曜石 4.0 2.6 0.4 4.0
25 使用痕剥片 1層 黒曜石 3.7 1.9 0.7 2.3
26 使用痕剥片 一括 黒曜石 2.7 2.6 1.2 7.3
27 打製石斧 №124 溶結凝灰岩 12.9 6.1 2.1 401.3
28 磨製石斧 1層 砂岩 11.9 4.8 2.6 354.4
29 叩石 1層 砂岩 4.7 3.2 2.4 240.0
30 叩石 1層 溶結凝灰岩 5.9 3.2 2.3 271.0
31 磨石 1層 砂岩 11.1 9.7 5.7 500.0
32 磨石 1層 溶結凝灰岩 10.7 9.0 4.0 482.0
33 石錘 1層 輝石安山岩 6.5 8.2 1.3 100.0

13 53 石鍋 1層 滑石 - - - -

法量
挿図番号

10

11

遺物番号 器種 出土地他 石材



第５節　小結
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１．縄文時代

川除遺跡において生活痕跡が確認された最も古い時期が縄文時代早期である。遺物としては押型文

土器の出土が見られる。胴部片であり、詳細な帰属時期は不明瞭であるが、山形押型文が斜走して施

してあることから下菅生 B 式並行期以降の所産であると考えられる。これらは東九州、南九州ではあ

まり見られないが、熊本県域を中心とする西九州では普遍的に見られる型式であり、出水市域の地理

的特性をよく表しているともいえる。

　また、表面に絡状体圧痕（撚糸？）を施文した土器が１点出土しているが、これも上記の様相で捉

えて良かろう。

　縄文時代前期に該当する遺物・遺構は出土しなかった。縄文時代後期～晩期の遺物として鳥井原式

から黒川式の時期にかけての土器が出土している。同一型式毎の出土量はごく少数にとどまり、かつ

口縁部片や胴部片のみの出土に限られることから流れ込みの可能性も捨てきれない。

　川除遺跡からは上述する時期の土器が出土しているが、文化層が判然としない出土状態であり、出

土した石器の帰属時期に関しては不明瞭と言わざるを得ない。

石斧に代表される礫石器の出土は、今回掲載したものに限られ、製作痕跡を示す剥片や２次調整剥

片の類の出土は見られなかった。

一方で黒曜石製の剥片等は比較的まとまった出土が認められる。黒曜石の大部分は日東産のもので

あり、腰岳産がそれに続く。原石の出土は無かったが、出土資料からは比較的小ぶりなものを持込み

加工していたと考えられる。これら黒曜石で作られた石鏃の出土は、今回掲載した３点に留まる。一

方で石鏃未成品と考えられる２次調整剥片や、石器製作に起因する砕片が数多く確認されることから、

川除遺跡は一時的なキャンプサイトとして活用されており、ここで作成した石器を他の場所で使用し

たものと考えられる。当時の海岸線を考えると、当遺跡周辺はまだ海が広がっていた可能性が高く、

紫尾山地や上場方面で狩猟活動を行っていた人々の行動終末点であったことが想起されよう。

　続いて、礫集積について検討する。再三記述していることであるが、川除遺跡においては各時代・

時期の遺物が同一層内において混在して出土した。そのため、同じ層位で検出した礫集積の帰属時期

も不明瞭のままである。当節においては、その帰属時期について複数の想定を示しまとめに変えたい。　　

　  ①中世積石墓

　川除遺跡周辺に中世山城が存在し、発掘調査時においても中世に属する遺物が出土したため中

世の積石墓に類する遺構と想定し調査を実施した。特に SI8 は、いびつな長方形のエリア内に礫が

密集したため、一字一石経や石塔の残骸などが存在する可能性を踏まえ、構成礫を詳細に観察し

たが、それらしきものは存在しなかった。また埋葬主体も確認されなかったことから中世積石墓

としての利用の可能性は著しく低いと言わざるを得ない。

②礫集積

　前節にて報告した通り、川除遺跡の礫集石は、縄文時代早期の集石遺構とは異なる点を有する

ものが多い。そのような中で SI1 に代表されるものは、構成礫中に砂や小礫を含まない。確かに明

確な掘り込みは確認されなかったが、表土（耕作土）の直下から礫集積が検出される場合もあり、

掘り込み自体が消失している可能性もある。焼石も少数に留まるが、これらは集石遺構を使用す
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る際の準備段階、もしくは使用礫を集積している段階の可能性があると思われる。

　　③段丘礫

　礫集積の構成礫には小礫や砂が含まれているものがある。点在する礫集積の３箇所で、礫集積

部分の下位を観察したところ、礫集積と下層の基盤礫層の間に砂礫が円錐状に連続して堆積して

いる状況が確認された。この現象について成尾英二氏（元県立博物館学芸員）に現地で指導をい

ただいた。結果、礫集積は礫層からなる段丘が形成される過程で、礫層上面が水平ではなく、全

体的に幾重にも起伏に富んだ凸凹した地形を呈し、平面観察で礫層の凸部の上端部分が露呈した

ことによるのではとのご教示を得た。

以上、３点について検討したが、可能性としては③の段丘礫の中に②の縄文時代集石遺構が混在す

る様相が推測され、縄文時代の集石遺構としての可能性を残しておきたい。

２．弥生時代～中世

　長頸壷（34）が 1 点出土した。SI ９付近からの出土であり、土坑墓の副葬品の可能性も含め周辺を

精査したが、それらしき遺構は確認されなかった。

　今回の調査では遺物が数多く出土しており、その点から遺構検出に期待した。出土した遺物を時代

別に見ると弥生時代のものでは壷や高坏、弥生時代末から古墳時代の初めと考えられる赤彩の高坏な

どが出土している。古墳時代では細片であるが須恵器片を出土し、古墳時代以降では糸切り底の土師

皿や坏がみられる、これら遺物が出土した背景には直接遺物に関係がないものの、近くにある溝下古

墳群の存在も大きく古墳時代の遺跡である可能性は強い。古墳時代以降は遺物をみても出土量は少な

く、時代を示す顕著なものでは青磁碗が出土している。時期は１３世紀頃の所産と考えられる。遺物

のみで遺跡の様相を概観することは若干難点はあるが、少なくとも弥生時代から中世まで当遺跡周辺

に多くの遺跡が存在する可能性は大きいといえる。





第４章　下郡山遺跡





下郡山遺跡からは縄文時代早期、後期後半～晩期、古墳時代、中世にかけての遺物と、弥生時代末

から古墳時代にかけての遺構が検出された（第 16 図）。このうち主体的なものは古墳時代であり縄文

時代がそれに続く。先に報告した川除遺跡とは主体的な土地利用時期が異なっており、当時の土地利

用を考える上で非常に興味深いデータを提供している。

　遺構には、古墳時代の竪穴状遺構８基が検出された。SH2、SH3、SH6、SH8 は、平面プランが方

形を呈し、規模も類似している。これらの長軸線は SH2 と SH6、SH3 と SH8 はほぼ同じ方向の２つ

のタイプがあり、これらは約 90°位置が振れている。

　竪穴状遺構の床面には硬化面や柱穴等は確認できないが、SH2 ～４、SH6、SH8 は形状や規模から

竪穴住居が想定される。なお、竪穴状遺構の付帯施設として SH3 からは地床炉、SH4 からは石囲炉が

検出された。

また、遺構（埋土中も含め）からは、土器片が多数出土しているが、土器の出土状況から土器の廃

棄場が考えられる。なお、これら竪穴状遺構は段丘礫（小礫）混じりの土を掘り込み形成され、同じ

土が埋没していたことから検出・調査は困難を極めた。同地区における住居調査の初例であり、今後、

同様な事例が出てくることが予想されるため、検出状況～調査経過に関し、次節以降で詳述する。　

第４章　下郡山遺跡

第 2 節　調査の概要

第 1 節　調査の方法

下郡山遺跡の発掘調査は平成２４年８月３日から開始した。川除遺跡同様に雑草が繁殖していたた

め、これらの処理を行った後に、重機による表土除去を開始し、確認調査で遺物・遺構を検出した層

位まで掘り下げた。下郡山遺跡中央部には樹根列が南北に存在したが、重機で抜根することは、その

下位に遺構が存在した場合破壊に繋がる為、当初は残すこととし、調査の状況に応じてチェーンソー

や鋸で抜根することとした。

　表土除去が終わった箇所から包含層掘削・遺構検出を実施した。遺物は縄文土器・石器が散漫な出

土状況を見せ、その中に土師器が混在していた。遺物は小片が主体であったことから一括で取上げ、

遺構検出作業を継続した。遺構検出作業を実施している中で、遺物がまとまって出土している箇所が

数箇所見受けられた。窪地に流れ込んだ遺物とも想定されたが、遺物がある程度の大きさを有しており、

ローリングも受けていないことから、何らかの遺構があることが推測された。土色の差異を詳細に観

察したが、当初は地山と埋土の区別をつけることが困難であり調査が難航した。確認調査で検出され

た SH1 のプランを確認するため確認調査時のトレンチを拡張し、土層堆積状況を観察している中で、

トレンチ南東壁面に竪穴状遺構と思われる立上がりが確認された。これをもとに、土層観察用のセク

ションベルトを設定しサブトレンチを入れつつ、プランの中心部から壁面に向かい掘り進んだ。同様

な手法で他の竪穴状遺構を検出・調査を実施し、９月 28 日に調査を終了した。
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第３節　縄文時代の調査

　下郡山遺跡においては、縄文時代の遺構は検出されなかった。遺物として川除遺跡と同様なものが

出土している。

出土遺物

１．土器（第 14 図）

　54 は表面に縄文が施されている。裏面はナデ調整である。

　55 ～ 64 は黒色磨研土器である。このうち 55 ～ 60 が口縁部、61 ～ 63 が胴部である。口縁部は、

頸部から大きく外反し「く」の字状を成す。内外面ともにミガキにより丁寧に器面調整が施される。

口縁部には１本の沈線文を施すもの（55）、３本の沈線文を施すもの（57）、がある。

　胴部は 61 にみられるように、張出部において、くの字状に緩やかに屈曲し、沈線文を施す。

　64 は高坏の脚部である。円筒形で中央部に透しが施される。

２．石器（第 15 図）

多数の黒曜石製剥片・砕片が出土したが、この石材を素材とする製品の出土は無かった。黒曜石製

石器の大多数は剥片で、２次調整剥片がそれに続く。

　65 は楔形石器である。

　66 ～ 69 は２次調整剥片である。何らかの未成品もしくは、製作過程において放棄したものと考え

られる。70 ～ 73 は使用痕剥片である。側辺の一辺を刃部として使用している。

　74 はノミ型石斧である。小型で扁平な自然石を素材とし、端部を研磨することで刃部を形成してい

る。

　75 は局部磨製石斧である。自然面と主要剥離面を大きく残し、周辺を形状整形のために調整を施し

ている。その後、端部を研磨し刃部を形成している。

　76 は打製石斧である。両端部は欠損している。主要剥離面を大きく残すものと考えられる

　77 は磨製石斧である。使用により欠損したのか、刃部等は消失している。敲打の後に丁寧に研磨さ

れている。
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第 14 図　縄文土器実測図
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第 15 図　石器実測図
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概要

　２層を掘り込んだ竪穴状遺構が８基検出された。形態や規模から竪穴住居跡の可能性があるが、こ

こでは竪穴状遺構として説明する。　

　下郡山遺跡においては竪穴状遺構からは、多数の土器が出土した。その全ては破片資料であり完形

資料は無い。しかし、出土土器は型式学的なまとまりが見受けられるため、以下のとおり類型化し報

告する。

１．甕

口縁部・底部の形状を細分化し、その組合せで器形分類を行った。各部位の分類は以下の通りである。

（１）口縁部

口縁部から頸部の形状により分類する。

A 類 　逆 L 字形の口縁部。弥生時代の甕

B 類　「く」の字状。頸部の稜線が明確

C 類　B 類よりも立ち上がり角度が大きく、直立気味に緩やかに広がる。頸部の稜線が不明瞭

D 類　C 類よりも立ち上がり角度が大きい。直立気味で頸部の稜線が不明瞭

（２）底部

脚部内面の形態により分類する。

①類　丸いもの

②類　平坦なもの

③類　下方に若干膨らむ

第４節　弥生時代～古墳時代の調査

①類 ②類 ③類

A 類 B 類 C 類 D 類
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２．壷

口縁部の形状を細分化し分類を行った。各部位の分類は以下の通りである。

口縁部

口縁部から頸部の形状により分類する。

A 類　頸部から屈曲部にかけて外反し、そこから直口する。２重口縁壷

B 類　頸部で若干直立し、そこから口縁部にかけて外反する

C 類　頸部から直接斜め上方に直線的に伸びる

３．高坏

　坏部の形状により分類する。

A 類　中ほどで屈曲し外反する口縁部を持つ

B 類　屈曲部から斜め上方に伸びる

C 類　屈曲部から斜め上方に伸び、外反する口縁部を持つ

４．坩

　体部と口縁部の間に、稜線が入る。底部の形状により分類した。

A 類　丸底

B 類　底部に突起が付く

A 類 B 類

A 類 B 類 C 類

A 類 B 類 C 類
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1 暗褐色（10YR3/3） 砂質土。下部にφ 2 ～ 10cm 前後の礫を多く含む、φ 0.3 ～ 0.5mm の砂粒、アカホヤ ･ 炭化物を　　　　　　　　

　　　　　　　　　　若干含む、粘性弱く、しまりやや密。

第 17 図　１号竪穴状遺構実測図

約 3.4 × 2.8 ｍの不整形な隅丸方形を呈する。

平成 12 年の確認調査時にトレンチコーナー部にプランの隅丸部分が確認されたため、住居跡と推

定されたものである。平成 23 年度に実施した確認調査において、当時のトレンチを拡張しプランの

全容把握に努めた。土器小片が多数出土したもののプランの形態は不明瞭であり、この時点ではプラ

ンを半裁し土層堆積状況を観察した後に、シラスで埋戻しを行っている。

　本調査においては、トレンチを再掘し、プランの形状を把握することから調査を開始した。この時

点ではプランの正確な形状把握ができなかったため北東部にトレンチを拡張し、形状を検出した後に、

T 字状にセクションベルトを設定し、その後平面プランで確認した。黒褐色砂質土（10YR2/2）の落

ち込みを徐々に精査して掘り下げた。検出面から約 30cm で地山礫層に達した。検出の結果、柱穴・

土坑等の遺構は確認出来なかった。またセクションによる土層断面の観察結果では 1 層（10YR2/2 黒

褐色砂質土）で礫（φ 3 ～ 10cm）が西側部分に多く集中し、他に土器片を含んでいる。

2. 遺構

(S=1/60)

0 2m 
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（１）１号竪穴状遺構（第 17 図）



（２）２号竪穴状遺構（第 18 ～ 20 図）

隅丸長方形プランを呈し、南北 5.8 ×東西 5.1 ｍの規模で長軸は N42°E を指す。

土器集中部分が認められ、これを中心に東西・南北にセクションベルトを設定し精査した。設定し

たセクションベルトの断面を観察した結果、遺構の外形の立上り部分が東西・南北の 4 箇所で明瞭に

確認されたため、竪穴住居跡と推定し調査を行った。

1 黒褐色（10YR2/2）砂質土。径 3 ～ 10cm の礫が住居中心部に多く堆積、しまり強く、粘性少しあり、

                                    φ 0.5cm 前後のアカホヤ ･ シラス粒を若干含む。

第 18 図　２号竪穴状遺構実測図
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第 19 図　２号竪穴状遺構出土土器実測図

埋土は黒褐色砂質土（10YR2/2）で中央部分に礫・土器片が集中していた。検出面から約 30 ｃｍ

の深さで地山礫層に達し、明確な床面は確認されなかった。柱穴・土坑等の検出を行い、柱穴と推定

した 4 箇所をさらに精査し、半裁及び断面観察を実施したが、落ち込みが明瞭でなく柱穴とは断定で

きなかった。

出土遺物（第 19・20 図）

比較的多数の土器が出土したが、その大多数は埋土からの出土であり、床面からの出土は無かった。

出土土器は甕・壷・高坏であり、このうち甕の出土が大多数を占める。出土土器は破砕資料のみであり、

接合・復元を試みたが、完形まで復元できた資料は無い。このうち 78 は甕Ａ類、79 ～ 82 は甕Ｂ類、

83 ～ 85 は甕Ｃ類に該当する。86 は甕②類底部である。87 は壷 B 類に該当する。93 は叩石であり、

使用痕が観察できる。

　甕の口縁部による分類を踏まえると、複数時期の土器型式が混在していることが分かる。また他の

竪穴状遺構ではあまり見られないタタキ調整が施された甕が比較的多く出土している。
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第 20 図　２号竪穴状遺構出土土器・石器実測図
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（３）３号竪穴状遺構（第 21 ～ 23 図）

隅丸長方形プランを呈し、東西 5.1 ×南北 7.4 ｍ、長軸 N50°W を指す。SH1 が検出されたトレン

チにより北部が消失している。

　遺構検出作業時に遺物の集中が確認され、何らかの遺構があることが推測されたが、地山と遺構埋

土の土色の違いが明瞭ではないため、プランの検出に至らなかった。SH1 が検出されたトレンチの南

壁土層精査中に、新たなプランの立ち上がりが確認され、これを元にプランの形態を推測し、東西・

南北にセクションベルトを設定し精査した。結果として、遺構の範囲はセクションベルトの土層断面

で明瞭に観察できたため、竪穴住居跡として調査を行った。

　プランは黒褐色砂質土（10YR2/2）で覆われ、埋土中から遺物が多数出土したが、接合作業を実施

した結果では完形近くまで復元できなかった。プランの床面は確認できなかったが、中央部に地床炉

が確認された。地床炉は長軸 1.4 ｍ短軸 1.0 ｍの不整形の楕円形を呈し、深さは約 0.1 ｍであった。

炉の縁には炭化物が付着し、埋土は赤褐色の焼土であった。炉の周縁には壷と鉢が出土した。これら

の土器は、床面をやや掘り込んだ状態で出土した。この地床炉が検出されたレベルで、柱穴の検出を

実施したが確認することはできなかった。

出土遺物（第 22・23 図）

比較的多数の土器がまとまって出土した。他の住居跡の例に漏れず、明確に床面からの出土と考え

られるものは 110 と 111 のみである。出土土器は甕・壷・高坏・坩であり、この内、甕の出土が大

半を占める。出土土器は破片資料のみであり、接合・復元を試みたが、完形まで復元できた資料は無い。

このうち 94 ～ 96 は甕Ｂ類、97 ～ 99 は甕Ｃ類に該当する。104 は甕②類底部である。107 ～ 108

は高坏Ａ類に該当する。109 はＡ類の坩である。

110、111 は埋設土器であり 110 が鉢、111 が壷である。両者共、外面の色調は黒変している。
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1 黒褐色（10YR2/2）砂質土。径 2 ～ 5cm の礫を若干含む、φ 0.5cm 前後のシラス ･ アカホヤ ･ 炭化物粒を少量含む、しまり強く、粘性弱い。

2 暗褐色（10YR3/4）砂質土。 径 0.5cm 前後の砂礫、シラス ･ アカホヤ ･ 炭化物粒を多く含む、しまり強く、粘性少し有。住居跡床面。

第 21 図　３号竪穴状遺構実測図
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第 22 図　３号竪穴状遺構出土土器実測図（１）
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(S=1/4)

0 20cm 
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第 23 図　３号竪穴状遺構出土土器実測図（２）
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（４）４号竪穴状遺構（第 24 ～ 29 図）

　不整形の方形を呈し、中軸で東西 4.4 ×南北 5.5 ｍの規模で長軸 N31°W を指す。これは、下郡山

遺跡検出の竪穴状遺構の中でも異質なものである。

　確認調査時にプランの立上りと遺物の出土が確認されていたことから、竪穴住居跡の存在が推測さ

れていた。遺構検出面における精査では平面プランの形態を把握することは困難を極めたため、確認

調査時のトレンチを拡張した上で、約５ｃｍ単位の掘下げと遺構検出作業を繰返し、約 15 ｃｍ掘下

げた時点で礫・土器片が多く出土すると共に、平面プランを検出することができた。その後、セクショ

ンベルトを東西・南北に設定し精査・掘下げを行った。

　住居跡は黒褐色砂質土で覆われ、大量の土器・礫が出土した。セクションベルトを残しつつ、これ

らの土器・礫を取上げていった結果、プラン中央部から石囲炉を検出した。炉の規模は、幅約 1.0 ｍ・

長さ 2.5 ｍで形状は歪な馬蹄形で、燃焼部はやや方形、焚口部は撥形で裾広がりであった。石組は砂

岩を主体として、燃焼部の中心に径約 30 ｃｍ程度の人頭大の花崗岩を据えており、燃焼をかなり受

けた結果、石材全体が脆くなり剥離が著しかった。炉内からは土師器が多量に出土し、炉周辺でも同

様に多量の土器が出土した。炉の構築等について検証するため平面プランを実測・写真撮影の後、全

体を精査して掘り下げ、石囲炉全体の形状が明確となった。

　撥状に広がった焚口部では径約 30 ｃｍのピット状の落込を検出した。炉を半裁し断面観察の結果、

住居跡に伴う柱穴ではなく焚口施設の一部として掘られたものと考えられる。石囲炉周辺で多く出土

した土器片は、今後、十分な検討は必要であるが炉構築の際に、石組の間を補填するための材料とし

て利用した可能性が考えられる。また燃焼部北側に付設した石組は煙出し等に利用したと考えられる

が一考を要する。この石囲炉の用途としては、共同で利用するための施設と考えて大過ないと思われ

るが、類例も少ないことから可能性の一つとして留めておきたい。

　SH4 のプランはかなり不整形な方形で柱穴・土坑等も検出されず、仮に住居跡としても住居内で火

を使用すればかなりの被熱があり炎上の可能性が高いものと思われる。この点を踏まえると、一般的

な住居跡でなく風通しの良い覆屋状の建物の可能性が強い。

出土遺物（第 26 ～ 29 図）

下郡山遺跡において、最多の遺物出土が確認された遺構が４号竪穴状遺構である。炉もしくはその

周辺からも多数の土器が出土したが、完形まで復元することは叶わなかった。出土土器は甕・壷・高坏・

坩であり、この内、甕の出土が大半を占める。

　112 は甕Ｃ類、113 ～ 121 は甕 D 類に該当する。123 ～ 128 は甕①類底部、129 ～ 134 は甕②

類底部、135 ～ 137 は甕③類底部に該当する。142 ～ 146 は壷Ａ類である。149 ～ 152 は丸底の底

部であり、壷の底部と推測される。153 ～ 156 は高坏Ａ類である。157 ～ 163 は高坏の脚部である。

162 ～ 163 のように中実の資料が散見された。164 ～ 167 は坩Ａ類、168 ～ 170 が同じくＢ類に該

当する。
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第 24 図　４号竪穴状遺構実測図
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1 黒褐色（10YR2/2）砂質土。 住居中心部に径 3 ～ 15cm の礫を多く、土器片を含む、φ 3 ～ 5mm のシラス ･ アカ

　　　　　　　　　　ホヤ粒を若干含む

2 黒褐色（10YR2/2）砂質土。径 3 ～ 10cm の焼土塊 ･ 炭化物を若干含み、粘性、しまり弱い。石組炉覆土

3 黒色　 （10YR2/1）砂質土。径 3 ～ 5cm の焼土塊 ･ 土器片を多く含み、粘性弱く、しまり強い、下部燃焼部。石組

                                    炉覆土
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第 25 図　４号竪穴状遺構石囲炉実測図
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1 黒褐色（10YR2/2）砂質土。 住居中心部に径 3 ～ 15cm の礫を多く、土器片を含む、φ 3 ～ 5mm のシラス ･ アカ

　　　　　　　　　　ホヤ粒を若干含む

2 黒褐色（10YR2/2）砂質土。径 3 ～ 10cm の焼土塊 ･ 炭化物を若干含み、粘性、しまり弱い。石組炉覆土

3 黒色　 （10YR2/1）砂質土。径 3 ～ 5cm の焼土塊 ･ 土器片を多く含み、粘性弱く、しまり強い、下部燃焼部。石組

                                    炉覆土



第 26 図　４号竪穴状遺構出土土器実測図（１）
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第 27 図　４号竪穴状遺構出土土器実測図（２）
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第 28 図　４号竪穴状遺構出土土器実測図（３）

(S=1/4)

0 20cm 

147146

145

144143142

155154

153

152
151

150
149

148

-52-



第 29 図　４号竪穴状遺構出土土器・石器実測図
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1 黒褐色（10YR3/2）砂質土。 φ 3 ～ 5cm の礫を若干含む、しまり弱い、粘性弱い。

2 黒褐色（10YR2/2）砂質土 。φ 0.5 ～ 1cm の砂礫を少量含む、しまりやや強く、粘性少し有り。

第 30 図　５号竪穴状遺構実測図

（５）５号竪穴状遺構（第 30 図）

方形プランを呈するが、竪穴状遺構の約 2/3 程度は段丘の縁辺部に延びるものと推測される。残存

で長軸 4.8 ｍ短軸 2.1 ｍを測る。

遺構検出作業中に遺物の集中が見られたため、北側壁面に東西方向のサブトレンチを設定し、プラ

ンの存在を確認した。結果としてプラン壁面が立上ることが確認されたため、竪穴住居跡とし調査を

行った。覆土は黒褐色砂質土（10YR2/2）で縄文土器・土師器片が混在する様相を呈した。床面から

は遺物の出土が無く明確な時期判定の裏付けに欠ける。また、竪穴状遺構に伴う柱穴、土坑等は確認

されなかった。
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（６）６号竪穴状遺構（第 31 ～ 33 図）

　隅丸長方形を呈し、南北 6.4 ×東西 5.0 ｍの規模で、長軸は N40°E を指す。

　この地点は遺物が集中しており、周辺の土の色が違うことから、この中心部分を起点に東西・南北

にセクションベルトを設定し、プランの範囲と立上がりの確認を行った。結果として、東西・南北と

1 黒褐色（10YR2/3）砂質土。住居中心部に径 2 ～ 5cm 前後の礫を多く含む、径 0.5 ～ 1cm のシラス ･ アカ

　　　　　　　　　　ホヤ粒を少量含む、しまりやや強く、粘性少し有。

第 31 図　６号竪穴状遺構実測図

(S=1/60)

0 2m 

-55-

A
A'

BB'

176

183

182

179

L=
11
.5
00
m

L=
11
.0
00
m

L=
11
.5
00
m

L=
11
.0
00
m

L=11.500m

L=11.000m

L=11.500m

L=11.000m

A
A'

BB'

1

1



も各セクションで壁面の立上がりが確認できたため、竪穴住居跡と推測された。埋土は暗褐色砂土

（10YR3/4）で覆われ中央部分に礫・土器片が集中していた。検出面から約 30 ｃｍ前後で地山礫層に

達したが、明確な貼床は確認できなかった。プラン内において柱穴の検出作業を実施したが、明確な

柱穴は確認できなかった。

出土遺物（第 32・33 図）

出土土器の大多数は埋土からの出土であり、床面からの出土は 179 に限られる。出土土器は甕・壷・

高坏・埦であり、このうち甕の出土が大多数を占める。また、185、186 のように須恵器が出土している。

出土土器は破砕資料のみであり、接合・復元を試みたが、完形まで復元できた資料は無い。このうち

175 は甕 C 類、176 ～ 177 は甕 D 類に該当する。179 は壷Ａ類、180 は壷 B 類に該当する。181 は

高坏 C 類、182 ～ 183 は高坏の脚部である。184 は埦、185 は坏蓋、186 は小型壷である。

　甕の口縁部による分類を踏まえると、複数時期の土器型式が混在していることが分かる。

第 32 図　６号竪穴状遺構出土土器実測図（１）
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第 33 図　６号竪穴状遺構出土土器実測図（２）

（７）７号竪穴状遺構（第 34 図）

　東西 2.1 ×南北 4.0 ｍの方形プランを呈する。

　削平された部分が多く全体の約 1/6 は攪乱を受けていた。方形状のプランで黒褐色砂質土の広がり

が見られたため、東西・南北にセクションベルトを設定し精査した。その結果、深さ約 10 ｃｍで地

山層に達した。出土遺物も無く、形態や規模から、住居跡と認めるには疑問が残るが、土坑等の遺構

が考えられる。
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第 34 図　７号竪穴状遺構実測図
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1 黒褐色（10YR2/3）砂質土。中心部に径 2 ～ 5cm 前後の礫を多く含む、径 0.5 ～ 1cm のシラス ･ アカ

　　　　　　　　　　ホヤ粒を少量含む、しまりやや強く、粘性少し有。
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（８）８号竪穴状遺構（第 35・36 図）

東西 4.5 ×南北 6.1 ｍの隅丸長方形プランを呈する。長軸は N50°W である。

検出した平面プランは黒褐色砂質土（10YR2/2）で覆われ中央部に礫・土器・貝殻が集中していた。

特に貝殻片が集中する部分では黒色砂質土（10YR2/1）で土坑状の落込みがあった。その点を踏まえ

1 黒色（10YR2/2）砂質土。径 3 ～ 10cm の礫を多く含む、径 0.5 ～ 1cm のアカホヤ・シラス粒を若干

　　　　　　　　　含む、しまりやや強く、粘性弱い

第 35 図　８号竪穴状遺構実測図
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東西・南北にセクションベルトを設定し調査を行った。検出面から約 30 ｃｍ前後掘り下げると地山

礫層に達し、明確な床面は検出できなかった。セクションベルトの土層観察の結果土坑状に見えた貝

殻が多く堆積した部分は住居跡覆土と考えられる。この脈略に立てば住居廃絶後の埋没過程において

形成された、中央部の窪地に貝殻を集中的に廃棄したもので、土坑を構築して投入れたものではない

と考えられる。

(S=1/4)

0 20cm 

３．包含層出土の遺物（第 37・38 図）

第 36 図　８号竪穴状遺構出土土器実測図

　下郡山遺跡は包含層中からも古墳時代以降の遺物が出土している。その数量は遺構から出土した数

量に比べれば微々たるものであるが、本項で報告する。

189 ～ 192 は甕の口縁部である。189 は口縁部にタタキ調整、胴部はナデ調整が施される。191 ～

192 は頸部に突帯を貼付けている。193 ～ 197 は甕の底部である。198 ～ 200 は壷の口縁部である。

198 が A 類、199 が C 類に該当する。201 は壷の底部であり、丸底を呈している。202 は高坏の坏部

で B 類に該当する。203 は高坏の脚部である。204 ～ 205 は坩である。206 は甑の取手部分である。

甑の出土は竃の存在が示唆されるが、当遺跡においては竃を有する遺構は検出されなかった。

188

187
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第 37 図　弥生時代～古墳時代土器実測図
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(S=1/4)

0 20cm 

第 38 図　古墳時代～中世の遺物実測図
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表４　下郡山遺跡土器観察表（１）

-62-

口径 底径 器高 外面 内面 外面 内面

54 深鉢 胴部 10T3層 － － － 縄文 ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 径0.5～2ミリの白色粒、赤
色粒

55 深鉢 口縁部 表土 － － － ミガキ→１本の沈線文 ミガキ 褐色 褐色 径0.5ミリ前後の赤色粒、
白色粒

56 深鉢 口縁部 SH03 A － － － ミガキ ミガキ 褐色 褐色 径0.5ミリ前後の赤色粒、
白色粒

57 深鉢 口縁部 SH04 D － － － ミガキ→沈線文 ミガキ 黒褐色 黒褐色 径0.5～2ミリの白色粒

58 深鉢 口縁部 1層下 － － － ミガキ ミガキ 黒褐色 黒褐色 径0.5～2ミリの白色粒

59 深鉢 口縁部 SH04 D区 （13.8） － － ミガキ→２本の沈線文 ミガキ 黒褐色 灰黄褐色 径0.5～1ミリの白色粒、角
閃石

61 深鉢 胴部 表土 － － － ミガキ→沈線文 ミガキ 黒褐色 黒褐色 径0.5～2ミリの白色粒

62 深鉢 胴部 表土 － － － ミガキ→沈線文 ミガキ 黒褐色 黒褐色 径0.5～2ミリの白色粒

63 深鉢 胴部 SH03 表土 － － － ミガキ→沈線文 ミガキ 黒褐色 黒褐色 径0.5～2ミリの白色粒

64 高坏 脚部 1層 － 2.8 － ナデ ナデ 灰黄褐色 灰黄褐色 径0.5ミリ前後の白色粒、
角閃石を若干含む

78 甕 口縁部 SH02 床土 （20.1） － － ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 角閃石

79 甕 口縁～胴部 SH02 No.15 （24.6） － － タタキ→ハケ→ナデ タタキ 灰黄褐色 にぶい黄橙色 径0.5～3ミリの白色粒、赤
色粒

80 甕 口縁～胴部 SH02A （23.6） － － ハケ ハケ にぶい橙色 にぶい橙色 径0.5～３ミリ前後の白色
粒、角閃石

81 甕 口縁～胴部 SH02D （21.5） － － 風化著しい ハケ→ナデ にぶい橙色 にぶい橙色 径0.5～３ミリ前後の赤色
粒

82 甕 口縁～胴部 SH02D （17.8） － － ハケ→ナデ ハケ→ナデ にぶい黄褐色 にぶい黄褐色 径0.5～３ミリ前後の赤色
粒

83 甕 口縁～胴部 SH02 A区 （21.3） － － タタキ→ナデ ハケ→ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 径0.5～4ミリ前後の白色粒

84 甕 口縁～胴部 SH02 A区 （25.2） － －
胴～頸部ハケ調整、口
縁部タタキ

横方向ハケ→ナデ 灰黄褐色 褐灰色 径0.5～5ミリ前後の白色粒

85 甕 口縁部 SH02（No.2） （24.0） － － ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 径0.5～1ミリ前後の白色砂

86 甕 底部 SH02 2 － （10.0） － ハケ ナデ 灰黄褐色 灰黄褐色 径0.5～3ミリの白色粒、赤
色粒

88 高坏 脚部～底部 SH02 A区（No.2) － （12.2） － ミガキ ハケ→ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 径0.5～3ミリ前後の白色粒

89 高坏 脚部 SH02 No.2 － － － ミガキ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 径0.5～3ミリの白色粒、赤
色粒

90 鉢 底部 SH02 床土 － （4.2） － ナデ ナデ にぶい黄褐色 にぶい黄褐色 径1～2ミリの白色砂

91 高坏 接続部 SH02 床土 － － － ナデ ナデ にぶい黄褐色 にぶい黄褐色 径0.5～1ミリの白色砂，雲
母

92 深鉢 底部 SH02 D区 － － － ナデ ナデ にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 径1ミリ前後の白色粒

94 甕 口縁～胴部 SH03 A （16.3） － － ハケ→ナデ ハケ→ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 径0.5～4ミリ前後の白色粒

95 甕 口縁～胴部 SH03 A区 （24.8） － －
縦方向ハケ→口縁部ヨ
コナデ

横方向ハケ→ナデ 灰黄褐色 にぶい黄橙色 径0.5～3ミリの白色粒、角
閃石

96 甕 口縁～胴部 SH03 A区 (26.7) － － ハケ ハケ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 径0.5～3ミリの白色粒、角
閃石

97 甕 口縁～頸部 SH03 （28.8） － － ハケ ハケ にぶい黄橙色 褐灰色 径0.5～３ミリ前後の白色
粒

98 甕 口縁～頸部 SH0３A （20.2） － － ハケ ハケ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 径0.5～３ミリ前後の白色
粒、角閃石

99 甕 口縁部～胴部 SH03 Ａ区 （21.0） － － ハケ ナデ 灰黄褐色 灰黄褐色 径0.5～2ミリの白色粒、角
閃石を若干含む

100 甕 口縁～胴部 SH0３D （33.8） － － ハケ ハケ→ナデ 緑灰色 にぶい黄橙色 径0.5～１ミリ前後の白色
粒、赤色粒

101 甕 口縁部 SH03 （34.5） － － ハケ→刻目突帯文 ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 径0.5～３ミリ前後の白色
粒、角閃石

102 甕 口縁部 SH0３床面 （19.8） － － ナデ ヘラナデ 明黄褐色 にぶい橙色 径0.5～３ミリ前後の白色
粒

103 壷 口縁部 SH0３A （12.8） － － ハケ→ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 径0.5～３ミリ前後の白色
粒

104 甕 底部 SH0３A － （10.6） － ハケ→ナデ ハケ→ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 径0.5～３ミリ前後の白色
粒

105 甕 胴～底部 SH03 － （7.8） （7.8） ハケ ナデ にぶい黄褐色 にぶい黄褐色 径0.5～３ミリ前後の白色
粒

106 甕 口縁部 SH0３A （15.5） － － ナデ ヘラナデ→ナデ 灰黄褐色 灰黄褐色 径0.5～３ミリ前後の白色
粒

107 高坏 坏部 SH03 （23.4） － － ハケ→ナデ ナデ 灰黄褐色 灰黄褐色 径0.5～３ミリ前後の白色
粒

108 高坏 坏部 SH03 A （17.8） － － ハケ→ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 径0.5～5ミリ前後の白色粒

109 坩 口縁～底部 SH03 － － － ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 径0.5～5ミリ前後の白色粒

110 鉢 口縁～底部 SH03 （7.8） － （14.9） ハケ ナデ 黒褐色 褐灰色 径0.5～３ミリ前後の白色
粒、角閃石

111 壷 胴～底部 SH03 － － － ハケ ナデ

112 甕 口縁～頸部 SH03 A （27.4） － － ハケ→ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 金雲母・赤色粒

113 甕 口縁部 SH04 No.64 （20.0） － － ナデ→縦方向のハケ ハケ→ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 径0.5～3ミリの白色砂粒・
酸化鉄粒を若干含む

挿図番号

14

19

20

21

23

26

色調
胎土 備考遺物番号 種別 部位 出土地他

法量（ｃｍ） 調整



表５　下郡山遺跡土器観察表（２）

-63-

口径 底径 器高 外面 内面 外面 内面

114 甕 口縁～胴部 SH04 D区 （23.8） － －
縦報告ハケ→口縁部ヨ
コナデ

横方向ハケ→ナデ 褐灰色 褐灰色 径0.5～1ミリの白色粒、角
閃石

115 甕 口縁～胴部 SH04 炉周辺 （24.0） － － ハケ ハケ→ナデ 灰黄褐色 褐灰色 径0.5ミリ程度の砂粒

116 甕 口縁～胴部 SH04 №64 （22.6） － － ハケ→ナデ ハケ→ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 径0.5～３ミリ前後の白色
粒、赤色粒、角閃石

117 甕 口縁部～胴部 SH04 Ｄ区 （25.4） － － ナデ ヘラナデ 灰黄褐色 灰黄褐色 径0.5～1ミリ前後の白色
粒、角閃石

118 甕 口縁～胴部 SH04 №95 （28.7） － －
ハケ→ナデ→刻目突帯
文

ハケ→ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 径0.5～３ミリ前後の白色
粒、角閃石

119 甕 口縁～胴部 SH04 炉周辺 （21.6） － －
縦報告ハケ→口縁部ヨ
コナデ

横方向ハケ 褐灰色 褐灰色 径0.5～3ミリ前後の白色粒

120 甕 口縁～頸部 ＳＤ04 Ｂ区 （19.3） － － ハケ→ナデ ハケ→ナデ 灰黄褐色 灰黄褐色 径1ミリ前後の白色砂粒を
若干含む

121 甕 口縁～胴部 SH04炉 （26.7） － － ハケ→刻目突帯文 ハケ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 径0.5～３ミリ前後の白色
粒、角閃石

122 甕 胴部 SH04炉 － － － ハケ ナデ 灰黄褐色 灰黄褐色 径0.5～１ミリ前後の赤色
粒、赤色粒

123 甕 底部 SH04 D区 － 7.8 － ナデ ナデ 灰黄褐色 褐灰色 径0.5～1ミリの白色粒、角
閃石

124 甕 胴～脚部 SH04 炉上層 － （11.5） － ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 径0.5ミリ前後の白色粒

125 甕 底部 SH05 D区 － － ナデ ハケ→ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 径0.5～1ミリの白色粒

126 甕 底部 SH04 炉上層 － （10.5） － ヘラナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 径0.5～2ミリの白色粒

127 台付甕 底部 SH04 No.74 － （8.3） － ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 径0.5～1ミリの白色粒、角
閃石

128 甕 底部 SH04 No.71 － 10.5 － ナデ 横方向のナデ にぶい橙色 にぶい橙色 径1～3ミリの砂粒

129 甕 底部 SH04 No.37Ⅰ層 － （10.0） － ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 径0.5～2ミリの白色粒、赤
色粒

130 台付甕 胴部 SH04 No.71 － － － ハケ→ナデ ナデ 明黄褐色 明黄褐色 径0.5ミリ前後の白色粒

131 甕 底部 SH04 Ｂ区 － （10.0） － ハケ→ナデ ナデ にぶい橙色 にぶい橙色 径0.5～2ミリの白色粒、角
閃石

132 台付甕 底部 SH05 D区 － （7.6） － ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 径0.5～2ミリの白色粒

133 甕 底部 SH04 炉上層 － － － ナデ はナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 径0.5～2ミリの白色粒、赤
色粒

134 甕 底部 SH04 No.92 － 9.5 － ハケ→ナデ ハケ→ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 径0.5～2ミリの白色粒

135 甕 底部 SH04 D区 － （9.2） － ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 径0.5～2ミリの白色粒

136 甕 底部 SH04 炉周辺 － （9.1） － ハケ→ナデ ハケ→ナデ にぶい黄橙色 灰黄褐色 径0.5～2ミリの白色粒、赤
色粒、角閃石

137 甕 底部 SH04 D － （10.6） － ハケ→ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 径0.5ミリ前後の白色粒、
角閃石

138 甕 胴部 SH04 Ａ区 － － － ハケ？ 横方向ハケ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 径0.5～2ミリの白色粒

139 甕 底部 SH04 炉上層 － 6.9 － ナデ ナデ にぶい橙色 にぶい橙色 径1～3ミリの砂粒

140 甕 底部 SH04 No.77 － － － ヘラナデ ナデ にぶい黄褐色 にぶい黄褐色 径0.5～3ミリ前後の白色粒
を若干含む

141 埦 胴部～底部 SH04 C区 － （4.3） － ナデ ナデ にぶい黄褐色 にぶい黄褐色 径1～3ミリの白色粒、赤色
粒、角閃石

142 壷 口縁部 SH04 炉 （16.0） － － ハケ→ナデ ナデ にぶい黄橙色 灰黄褐色 径1～3ミリの白色粒、赤色
粒、角閃石

143 壷 口縁部 SH04 炉 （13.3） － － ハケ→刻目 ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 径1～4ミリの長石、石英、
赤色粒、角閃石

144 壷 口縁部 SH04 炉 （16.0） － － ナデ ナデ 明黄褐色 明黄褐色 径2～3ミリの白色砂，径1
ミリの酸化鉄，雲母

145 壷 口縁～胴部 SH04炉 （14.3） － － ハケ→刻目 ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 径0.5～３ミリ前後の白色
粒

146 壷 口縁部 SH04炉周辺 （17.2） － － ハケ→ナデ ハケ→ナデ にぶい黄褐色 にぶい黄褐色 径0.5～３ミリ前後の白色
粒

147 甕 胴部 SH04 No.71 － － － ハケ ハケ にぶい橙色 にぶい橙色 径0.5～2ミリの白色粒、角
閃石

148 壷 頸～胴部 SH04 №84 － － － ハケ→ナデ ハケ→ナデ、指オサエ多し 明黄褐色 明黄褐色 径0.5～３ミリ前後の白色
粒

149 甕 底部 SH04 No.71 － － － ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 径1～4ミリ前後の砂粒を若
干含む

150 甕 底部 SH04 炉間 － － － 斜方向のハケ ナデ にぶい橙色 にぶい橙色 径0.5～3ミリ前後の白色
粒、角閃石を多く含む

151 壷 胴部～底部 SH04 炉上層 － － －
斜下方向ハケ→胴部に
横方向ナデ

ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 径1～5ミリ前後の白色粒、
赤色粒を若干含む

152 壷 胴部～底部 SH04 No.18 1層 － － － 斜下方向ハケ→ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 径0.5～3ミリ前後の白色
粒、赤色粒を多く含む

153 高坏 坏～脚部 SH04 炉 － － － ハケ ハケ→ナデ 褐灰色 褐灰色 径0.5～3ミリ前後の白色
粒、赤色粒を多く含む

154 高坏 坏部 SH04 炉 － － － ハケ ハケ→ナデ 褐灰色 褐灰色 径0.5～3ミリ前後の白色
粒、赤色粒を多く含む

155 高坏 坏部 SH04 №88 － － － ハケ ハケ→ナデ 褐灰色 褐灰色 径0.5～3ミリ前後の白色
粒、赤色粒を多く含む

156 高坏 坏部 SH04 － － － ハケ ハケ→ナデ 褐灰色 褐灰色 径0.5～3ミリ前後の白色
粒、赤色粒を多く含む

157 高坏 脚部 SH04 No.55 － （13.9） － ハケ ハケ にぶい黄橙色 褐灰色 径0.5ミリ前後の白色粒、
角閃石

挿図番号 遺物番号

26

27

28

調整 色調
胎土 備考種別 部位 出土地他

法量（ｃｍ）

29



表６　下郡山遺跡土器観察表（３）

-64-

口径 底径 器高 外面 内面 外面 内面

158 高坏 脚部 SH04 No.85 － － － ハケ→ナデ ナデ にぶい黄橙色 褐灰色 径0.5～3ミリ前後の白色
粒、雲母粒を多く含む

159 高坏 脚部 SH04 Ｄ区 － － － 斜下方向ハケ ナデ 褐灰色 褐灰色 径0.5～2ミリ前後の白色粒
を若干含む

160 高坏 脚部 SH04 炉 － － － 斜下方向ハケ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 径0.5～3ミリ前後の白色粒
を若干含む

161 高坏 脚部 SH04 No.38 1層 － － － ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 径0.5～3ミリの砂粒、赤色
粒、角閃石を若干含む

162 高坏 脚部 SH04 炉周辺 － － － ヘラナデ ナデ にぶい橙色 にぶい橙色 径0.5～1ミリの白色粒、角
閃石を若干含む

163 高坏 脚部 SH04 炉間 － － － ハケ ナデ 灰黄褐色 褐灰色 径0.5～1ミリの白色粒、角
閃石を若干含む

164 埦？ 口縁～底部 SH04 炉上層 （10.2） （6.0） －
胴部・底部ヘラ削り後
縦方向ナデ→口縁部横
方向ナデ

胴部縦方向ナデ→口縁部横方向ナ
デ、底部指頭圧痕

にぶい黄褐色 明黄褐色 径2～3ミリの赤色粒、白色
粒，角閃石

165 埦 口縁～底部 SH04 No.70 炉 （9.8） （6.6） － ヘラ削り→ナデ
底部指オサエ、胴部ヘラ削り→ナ
デ

明黄褐色 明黄褐色 径1～2ミリの白色粒、角閃
石

166 埦 胴部～底部 SH04 炉周辺 － （6.7） －
底部ヘラ削り後ナデ，
他はナデ

胴部斜方向のナデ、底部指オサエ
→ナデ

にぶい黄褐色 にぶい黄橙色 径1～3ミリの白色粒、赤色
粒、角閃石

167 埦 胴部～底部 SH04 炉上層 － （5.9） － ヘラ削り→ナデ 胴部ナデ，底部指オサエ後ナデ にぶい黄褐色 灰黄褐色 径1～2ミリの赤色粒、角閃
石、白色粒

168 埦 底部 SH04 D区 － （4.4） － ハケ→ナデ ナデ にぶい黄褐色 にぶい黄褐色 径2～3ミリの赤色粒、白色
粒

169 坩 底部 SH04 炉周辺 － （6.9） － ヘラケズリ→ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 径1ミリ前後の赤色粒、白
色粒

170 高坏 坏部 SH04 A区 － － － ハケ？→ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 径0.5～2ミリの白色砂，酸
化鉄

171 小型丸底壷 口縁～底部 SH4D （11.7） － 8.9 ハケ ハケ→ナデ にぶい黄褐色 にぶい黄褐色 径0.5～３ミリ前後の白色
粒

172 坩形土器 胴部 SH04-84 － － － ハケ？→ナデ 指オサエ→ナデ 橙色 にぶい赤褐色 径1～3ミリの白色粒、角閃
石

175 甕 口縁～胴部 SH06 － － － ハケ ハケ、ヘラナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 径0.5～3ミリの白色粒、角
閃石

176 甕 口縁～頸部 SH06№16 （23.6） － － ナデ ハケ→ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 径0.5～３ミリ前後の白色
粒

177 鉢 口縁～胴部 SH06 貼床（No.17) （20.6） － － ナデ→刻目突帯文 ヘラナデ にぶい黄褐色 にぶい黄橙色 径0.5～2ミリ前後の白色
粒、角閃石

178 甕 口縁部 SH06D （20.4） － － ハケ ハケ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 径0.5～１ミリ前後の赤色
粒

179 壷 口縁部 SH06 No.17 （13.6） － － 口縁部屈曲部に刻目文 ハケ？→ナデ 明赤褐色 明赤褐色 径0.5ミリ以下の砂粒

180 壷 口縁部 SH06２層 （13.2） － －
ハケ→刻目突帯文、口
唇部に刻目

ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 径0.5～３ミリ前後の白色
粒

181 高坏 坏部 SH06 A区 （20.2） － － ナデ ハケ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 径0.5～1ミリ前後の白色
粒、角閃石

182 高坏 脚部 SH06 （No.14) － （16.0） － ナデ ナデ にぶい橙色 にぶい橙色 径0.5～3ミリの白色粒、赤
色粒

183 高坏 脚部 SH06 C層 No.11 － － － ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 径0.5～1ミリ前後の白色
粒、角閃石

184 埦 口縁～底部 SH06 B区 （13.6） － － ナデ ハケ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 径0.5～1ミリ前後の白色
粒、角閃石

185 杯 蓋 SH06 B層 － － － 回転ナデ 回転ナデ 緑灰色 緑灰色 径0.5～3ミリ前後の赤色粒

186 短頸壷 胴部 SH06 C層 － － － 回転ナデ 回転ナデ 緑灰色 緑灰色 径0.5～3ミリの白色粒、赤
色粒

187 高坏 坏～脚部 SH8C （18.2） － － ナデ ナデ にぶい赤褐色 にぶい橙色 径0.5～３ミリ前後の白色
粒、角閃石

188 高坏 坏～脚部 SH08A － － － ミガキ ナデ にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 径0.5～３ミリ前後の白色
粒、赤色粒

189 甕 口縁～頸部 １層一括 （20.5） － －
口縁部タタキ、頸部ナ
デ

ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 径0.5～３ミリ前後の白色
粒

190 甕 口縁部 表土下 （27.0） － － ハケ→ナデ ハケ→ナデ 褐灰色 褐灰色 径0.5～1ミリの白色粒

191 甕 口縁～胴部 表土 （34.4） － －
ハケ→ナデ→刻目突帯
文

ナデ 褐灰色 褐灰色 径0.5～３ミリ前後の白色
粒

192 甕 口縁部 表土 （20.0） － － ハケ→刻目突帯文 ハケ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 径0.5～３ミリ前後の白色
粒

193 甕 脚部 6トレンチ 1層 － （9.2） － ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 径1～3ミリの赤色粒、角閃
石

194 甕 底部 8T 1層 － （8.3） － 指オサエ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 径1～3ミリの白色砂，酸化
鉄

195 甕 底部 8トレンチ表土 － － － ハケ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 径0.5～2ミリの白色砂，酸
化鉄

196 甕 底部 6トレンチ 1層 － － － ハケ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 径1～3ミリの砂粒、赤色
粒、角閃石

197 甕 脚部 6トレンチ 1層 － － － ナデ ナデ にぶい黄橙色 灰黄褐色 径1～3ミリの白色粒、赤色
粒

198 壷 口縁～頸部 （13.5） － － ナデ ハケ→ナデ にぶい橙色 にぶい橙色 径0.5～1ミリの赤色粒

199 甕 口縁～頸部 表土 （16.3） － － ハケ ハケ→ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 径0.5～３ミリ前後の白色
粒

200 壷 口縁部 確認調査８トレンチ （15.3） － － ナデ ナデ 灰黄褐色 灰黄褐色 径0.5～３ミリ前後の白色
粒

201 甕 底部 － － － タタキ→ハケ→ナデ ハケ→ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 径0.5～3ミリの白色粒、角
閃石

202 高坏 坏部 SKY  1層下 － （13.2） － ハケ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 角閃石、白色粒、石英

挿図番号 遺物番号
調整 色調

胎土 備考種別 部位 出土地他
法量（ｃｍ）

37

29

32

33

36



表８　下郡山遺跡石器観察表

表７　下郡山遺跡土器観察表（４）

-65-

口径 底径 器高 外面 内面 外面 内面

203 高坏 脚部
SKY 試掘 北１トレ
ンチ表土

－ － － ナデ ナデ 灰黄褐色 灰黄褐色 径0.5～2ミリの白色粒、角
閃石

204 埦 胴部 SKY  1層下 － （8.4） － ハケ→ナデ 口縁周辺ハケ、胴部縦方向ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色
径1～3ミリの赤色粒、径
0.5ミリ～1ミリの白色粒、
角閃石

205 坩 底部 一括 － （2.2） － ミガキ？ ミガキ？ にぶい橙色 橙色 白色粒・径1ミリ前後の砂
粒

206 甑 胴部 6トレンチ 1層 － － － ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 径1～2ミリの白色粒、赤色
粒

207 坏 底部 東部 攪乱 － （7.3） － 回転ナデ 回転ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 径1ミリ前後の白色粒

208 埦 底部 表土 （7.3） － 回転ナデ 回転ナデ→ヘラミガキ 黒褐色 黒色 径0.5～1ミリの赤色粒

209 坏 口縁～底部 1層一括 （13.1） － （4.2） 回転ナデ 回転ナデ 明黄褐色 明黄褐色 径0.5～１ミリ前後の白色
粒、赤色粒

挿図番号 遺物番号 備考
調整 色調

胎土種別 部位 出土地他
法量（ｃｍ）

38

長(cm) 幅(cm) 厚(cm) 重量（ｇ）

65 2次調整剥片 北１トレンチ表土　拡張一括 黒曜石 1.7 1.7 0.5 2.0
66 2次調整剥片 表土 黒曜石 2.2 1.3 0.5 1.4
67 2次調整剥片 北１トレンチ表土　拡張一括 黒曜石 2.9 2.4 0.9 3.1
68 2次調整剥片 ＳＨ０６　Ｄ 黒曜石 1.9 2.2 0.7 3.6
69 2次調整剥片 表土中 チャート 4.4 3.6 1.4 31.2
70 使用痕剥片 1層 黒曜石 3.4 2.5 0.9 9.8
71 使用痕剥片 ＳＨ０２　Ａ 黒曜石 3.4 2.3 0.8 10.1
72 使用痕剥片 1層 黒曜石 5.1 2.1 1.5 11.0
73 使用痕剥片 １０トレンチ　1層一括 黒曜石 3.5 1.8 0.8 11.5
74 ノミ型石斧 1層下 砂岩 4.9 1.4 0.8 10.0
75 局部磨製石斧 1層下 ホルンフェルス 17.3 5.8 2.9 320.0
76 打製石斧 1層下 泥岩 7.9 5.4 2.1 140.0
77 磨製石斧 ＳＨ０３ 砂岩 6.6 4.7 2.9 141.0

20 93 叩石 SH０２表土 砂岩 7.2 6.3 5.9 210.0
173 叩石 SH０４炉周辺 砂岩 8.8 7.0 6.1 300.0
174 叩石 SH０４炉 砂岩 7.1 6.8 7.0 262.0

法量
挿図番号

15

29

遺物番号 器種 出土地他 石材



第５節　小結

本節においては、下郡山遺跡において確認された縄文時代、古墳時代の遺物・遺構について、時間

的な位置付け等を記載する。

　縄文時代

下郡山遺跡においても、川除遺跡で出土した縄文時代早期に該当する遺物が出土している。当遺跡

において、まとまった遺物の出土が確認されたのは縄文時代後期後半～晩期の遺物である。土器型式

としては川除遺跡と大差無い。

　古墳時代

　下郡山遺跡においては８基の竪穴状遺構が検出された。竪穴状遺構については、柱穴等は確認出来

なかったが形状や規模から、竪穴住居跡として考えられるが７号は先述したとおり、竪穴住居跡とは

考えにくい。本来ならば、これらから出土した遺物の時間軸をもとに、１時期あたりの集落構成を復

元していくわけだが、明確に住居床面からの出土が見られない住居跡が多く、集落の復元を考察する

までに至らなかった。鹿児島県域の成川式土器の編年としては中村（1987）などがあり、遺構の帰属

時期は弥生時代終末～古墳時代前期に属することとなる。いずれにせよ、出水市域の成川式土器の編

年は確立されているとは言い難く、今後の検討課題の一つと言える。

住居跡の土器器種構成としては、全ての住居跡から甕が出土している。住居内のセット構成比率も

甕が最も高く、以下、高坏・壷・坩が続く。

　検出された竪穴住居跡の全てが方形プランである。規模が最大の住居跡が SH3、最小のものが SH4

である。

　遺構の構造としては、貼床が明確に確認されず、平坦なものが多かった。床面には焼土が見られる

住居跡もあり、当時は地床炉が使われていたと推測され、SH3 における壷の埋設状況が、当時の土器

使用方法を如実に表しているものと考えられよう。

また、主柱穴が確認されなかった住居跡が多く、どのような上屋構造を持つのか不明瞭な点が多い。

　本文中で、指摘したことではあるが、遺物がほとんど出土しない住居跡が存在する中で、SH4 に代

表されるように、遺物の大量出土が見られる住居跡が存在した。この住居跡からは、確かに複数時期

の遺物が出土するものの、特定時期に該当する土器の集中的な投棄が見て取れる。また、出土土器の

時期幅が微妙に異なっている点も注意が必要であろう。つまり、住居を廃絶する際に、遺物を集中的

に廃棄するというシステムの下に、下郡山遺跡の集落は成り立っていた可能性がある。その結果として、

遺物の出土しない住居跡が存在するに至ったと推測されよう。

　通常、古墳時代の集落においては竪穴住居の他に、土坑や溝状遺構などの遺構が検出されることが

多いが、今回の調査では土坑等の遺構は確認できなかった。
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第５章　総括

　これまで川除遺跡・下郡山遺跡の調査成果を報告してきた。これらの遺跡は同一段丘に隣接して存

在しており、相互に何らかの関係性があったことが推測される。本章では各時代における空間利用に

ついてまとめていく。

１．縄文時代

　川除遺跡・下郡山遺跡からは縄文時代早期の土器が出土している。これらに続く前期の遺物は出土

せず、中期～後期も小片が見られるだけである。続く後期後半～晩期においても両遺跡から遺物が出

土するが、下郡山遺跡においてまとまった出土が見られる。

　いずれにせよ縄文時代の遺物出土量は少なく、確かな遺構も確認されないことから、各時期を通じ

てキャンプサイト的な性格が窺える。

２．弥生時代～古墳時代

　下郡山遺跡において、１層を掘り下げる形で竪穴住居を構築している。この竪穴住居には時期差が

あることは前章において触れたとおりである。

　この時期において川除遺跡においても土師器の出土は確認されるものの、明確な遺構を確認するこ

とはできなかった。この要因としては、現代における耕作活動により遺構が消失した可能性と、下郡

山遺跡と異なり礫が多く、竪穴住居を構築するには不向きであるため選地した可能性をあげておきた

い。

　また集落の帰属年代は弥生時代終末から古墳時代前期に収まる公算が高く、溝下古墳群の被葬者と

は現時点では直接的な関わりは無いものと推測される。

３．古代～中世

　中世山城に関連すると推測される遺物が川除遺跡から出土している。この時期の遺物は下郡山遺跡

において、ほとんど出土していない。これが当時の空間利用によるものなのか、現代の耕作活動によ

り消失したものなのか、今後、同地区における発掘調査成果を踏まえ検討する必要があろう。遺物と

して特筆すべきは前掲第 13 図の青磁碗で４点を図示している。その他図示できなかったが、青磁碗

の破片が出土している。時期は１３世紀代の輸入品と技法等から国産品と推測されるものがある。遺

構等は今回の調査範囲では検出しなかったが、近くに何らかの中世遺構が存在した可能性が強く、遺

物もその存在を示唆していると考えられる。
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図　版





図版　１

川除遺跡礫集積検出状況（西から）

川除遺跡礫集積検出状況（西から）
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図版　２

下郡山遺跡 SH3 完掘状況（南西から）

下郡山遺跡 SH3 調査状況（南西から）
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図版　３

下郡山遺跡 SH3 土器出土状況（１）（東から）

下郡山遺跡 SH3 土器出土状況（２）（南から）

-73-



図版　４

下郡山遺跡 SH ４石囲炉検出状況（北西から）

下郡山遺跡 SH ４石囲炉（南東から）
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図版　５

SI 5 検出状況SI 4 検出状況

SI 7 検出状況SI 6 検出状況

SI 8 検出状況 

SI 14 検出状況

SI 9 検出状況

長頸壷出土状況
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図版　６

SI 17 検出状況

SI 12 検出状況SI 11 検出状況

発掘調査状況

須恵器出土状況段丘礫

段丘礫
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図版　７

川除遺跡包含層出土遺物（皿・坏）

川除遺跡包含層出土遺物（弥生土器・土師器）

川除遺跡包含層出土遺物（弥生土器）

川除遺跡包含層出土遺物（礫石器）

川除遺跡包含層出土遺物（縄文土器） 川除遺跡包含層出土石器

川除遺跡包含層出土遺物（管状土錘・土製品） 川除遺跡包含層出土遺物（石鍋）
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図版　８

SH ２調査状況（西から）

SH ２出土遺物（１） SH ２出土遺物（２）

SH ２完掘状況（北東から）

SH 1.・SH ３完掘状況（北東から）

SH １検出状況 ( 南西から ) SH １完掘状況（北から）

SH ３検出状況（北西から）
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図版　９

SH ４検出状況（東から）SH ３出土遺物（２）

SH ３地床炉半裁状況（北から）

SH ３土器出土状況（南から） SH ３地床炉・土器出土状況（南東から）

SH ３出土遺物（１）

SH ３土器出土状況（東から）SH ３調査状況（北西から）
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SH ４調査状況（１）（南西から）

SH ４　石囲炉検出状況（北西から）

SH ４調査状況（２）（北東から）

SH ４　石囲炉近景（南東から）

SH ４石囲炉遠景（南東から）

SH ４　石囲炉遺物出土状況（南東から）

SH ４石囲炉近景（北から）

図版　10

SH ４石囲炉調査状況（南西から）
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図版　11

SH 6 検出状況（南から） SH 6 完掘状況（北東から）

SH ４出土遺物（石器）SH ４出土遺物（坩・小型丸底壷）

SH ４出土遺物（壷） SH ４出土遺物（高坏）

SH ４出土遺物（甕底部）SH ４出土遺物（甕）
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SH 6 調査状況（北東から）

図版　12

SH ８完掘状況（北東から）

SH ８調査状況（北東から）SH ８検出作業状況（南から）

SH 6 出土遺物（１）

SH ８出土遺物

SH 6 出土遺物（２）

SH 6 遺物出土状況（北東から）
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図版　13

下郡山遺跡包含層出土遺物（４）

下郡山遺跡包含層出土遺物（５）

下郡山遺跡包含層出土遺物（３）

下郡山遺跡包含層出土遺物（１） 下郡山遺跡包含層出土遺物（２）

下郡山遺跡包含層出土遺物（６）
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発掘体験実施状況（１） 発掘体験実施状況（２）

発掘体験実施状況（３） 現地説明会実施状況（１）

現地説明会実施状況（２） 現地説明会実施状況（３）

図版　14
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